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橋
大
学
名
誉
教
授
安
丸
良

　
　
　
一
　
著
書

『
目
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
、
青
木
書
店
、
一
九
七
四
年

『
出
口
な
お
』
、
朝
目
新
聞
社
、
一
九
七
七
年

『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
前
夜
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
年

『
神
々
の
明
治
維
新
－
神
仏
分
離
と
廃
仏
段
釈
－
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七

　
九
年

『
近
代
天
皇
像
の
形
成
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年

『
〈
方
法
〉
と
し
て
の
恩
想
史
』
、
校
倉
審
房
、
一
九
九
六
年

　
　
　
二
　
編
著

『
民
衆
運
動
の
思
想
』
（
『
日
本
恩
想
大
系
5
8
』
、
庄
司
吉
之
助
・
林
基
氏
と

　
共
編
著
）
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年

『
民
衆
宗
教
の
思
想
』
（
『
日
本
思
想
犬
系
6
7
』
、
村
上
重
良
氏
と
共
編
著
）
、

　
岩
波
杳
店
、
一
九
七
一
年

『
出
口
王
仁
三
郎
著
作
集
』
第
二
巻
、
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
三
年

『
近
代
化
と
伝
統
－
近
世
仏
教
の
変
覧
と
転
換
1
』
（
『
大
系
　
仏
教
と
目

　
本
人
1
1
』
）
、
春
秋
社
、
一
九
八
六
年

夫
著
作

目
録

『
世
直
し
と
え
え
じ
ゃ
な
い
か
』
（
『
週
刊
朝
目
百
科
　
日
本
の
歴
史
脳
』
）
、

　
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年

『
宗
教
と
国
家
』
（
『
日
本
近
代
思
想
大
系
5
』
、
宮
地
正
人
氏
と
共
編
著
）
、

　
岩
波
奮
店
、
一
九
八
八
年

『
民
衆
運
動
』
（
『
日
本
近
代
思
想
大
系
2
1
』
、
深
谷
克
己
氏
と
共
編
著
）
、

　
岩
波
書
店
、
　
一
九
八
九
年

『
「
監
獄
」
の
誕
生
』
（
『
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別
冊
　
歴
史
を
読
み
な
お

　
す
2
2
』
）
、
朝
日
新
聞
祉
、
一
九
九
五
年

　
　
　
三
　
論
文
（
著
書
未
収
載
の
も
の
）

「
共
同
研
究
　
戦
後
の
天
皇
制
」
（
井
上
和
子
・
鈴
木
良
氏
と
共
著
）
、
『
黎

　
明
』
、
一
九
五
五
年

「
吉
田
松
陰
に
お
け
る
尊
王
嬢
夷
思
想
の
展
開
」
、
『
ち
ん
れ
つ
か
ん
』
第

　
一
号
、
一
九
五
六
年

「
尊
王
撰
夷
運
動
と
公
武
合
体
運
動
」
、
『
明
治
維
新
史
研
究
講
座
』
第
三

　
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
八
年

「
思
想
と
し
て
の
現
代
社
会
科
学
－
丸
山
真
男
・
大
塚
久
雄
の
検
討
1
」

　
（
芝
原
拓
自
・
鈴
木
良
氏
と
共
著
）
、
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
六
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三
号
、
一
九
六
〇
年

「
近
世
思
想
史
に
お
け
る
道
徳
と
政
治
と
経
済
－
荻
生
祖
抹
を
中
心
に
－
」
、

　
『
日
本
史
研
究
』
四
九
号
、
一
九
六
〇
年

「
近
代
的
社
会
観
の
形
成
」
、
『
目
本
史
研
究
』
五
三
号
、
一
九
六
一
年

「
近
代
社
会
へ
の
志
向
と
そ
の
特
質
」
、
目
本
史
研
究
会
編
『
講
座
同
本
文

　
化
史
』
第
六
巻
、
＝
二
書
房
、
一
九
六
三
年

「
海
保
青
陵
の
歴
史
的
位
置
」
、
『
名
城
大
学
人
文
紀
要
』
第
一
集
、
一
九

　
六
三
年

「
「
世
直
し
」
状
況
下
の
民
衆
意
識
L
、
佐
々
木
潤
之
介
編
『
世
直
し
』

　
（
『
日
本
民
衆
の
歴
史
』
第
五
巻
、
三
省
堂
）
、
一
九
七
四
年

「
大
本
教
と
「
立
替
え
立
直
し
」
L
、
朝
目
新
聞
社
繍
『
思
想
史
を
歩
く
』

　
下
、
一
九
七
四
年

「
百
姓
一
．
擦
の
思
想
－
民
衆
の
願
望
と
情
念
回
復
の
闘
い
1
」
、
『
現
代
曲
辰

　
業
』
一
九
七
八
年
八
月
号

「
生
活
思
想
に
お
け
る
「
自
然
」
と
「
自
由
」
L
、
相
良
亨
他
編
『
講
座
目

　
本
恩
想
－
　
自
然
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年

「
困
民
党
の
意
識
過
程
」
、
『
思
想
』
七
二
六
号
、
一
九
八
四
年

「
排
仏
論
か
ら
国
体
神
学
へ
」
、
『
仏
教
史
学
研
究
』
二
八
巻
一
号

「
近
代
天
皇
制
の
精
神
史
的
位
相
」
、
歴
史
学
研
究
会
編
『
天
皇
と
天
皇
制

　
を
考
え
る
』
、
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年

「
「
近
代
化
」
の
思
想
と
民
俗
L
、
『
目
本
民
俗
文
化
大
系
－
　
風
土
と
文
化

　
－
目
本
列
島
の
位
相
1
』
、
小
学
館
、
一
九
八
六
年

「
近
代
化
目
本
の
知
識
人
と
社
会
－
自
由
・
文
明
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
」
、

　
『
イ
タ
リ
ア
の
自
由
主
義
国
家
と
明
治
時
代
』
（
第
一
回
目
伊
歴
史
学
会

　
議
議
事
録
）
、
一
九
八
七
年

「
百
姓
一
撰
の
高
揚
」
、
『
週
刊
朝
日
百
科
　
圓
本
の
歴
史
8
1
』
、
朝
日
新
聞

　
社
、
一
九
八
七
年

「
近
代
天
皇
像
の
形
成
」
、
『
週
刊
朝
目
百
科
　
日
本
の
歴
史
㎜
』
、
朝
目
新

　
聞
社
、
一
九
八
八
年

「
近
代
天
皇
像
の
形
成
」
、
『
歴
史
評
論
』
、
一
九
八
九
年

「
地
域
文
化
の
展
開
－
本
田
家
の
人
ぴ
と
1
」
、
『
国
立
市
史
』
中
巻
、
一

　
九
八
九
年

「
近
世
の
谷
保
天
満
宮
」
、
『
国
立
市
史
』
中
巻
、
一
九
八
九
年

「
近
代
転
換
期
の
天
皇
像
」
、
『
思
想
』
七
八
九
号
、
一
九
九
〇
年

「
近
代
天
皇
制
と
民
衆
意
識
」
、
『
社
会
恩
想
史
研
究
』
一
五
号
、
一
九
九

　
一
年

「
明
治
一
〇
年
代
の
民
衆
運
動
と
近
代
日
本
」
、
『
歴
史
学
研
究
』
六
三
八

　
号
、
一
九
九
二
年

「
氏
権
運
動
の
系
譜
」
、
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
編
『
自
由
民
権
』
七

　
号
、
一
九
九
三
年

「
「
監
獄
」
の
誕
生
L
、
『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
六
巻
二
号
、
一
九
九
四

　
年

「
一
八
五
〇
－
七
〇
年
代
の
日
本
」
、
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
1
6
　
近
代
1
』
、

　
一
九
九
四
年

「
現
代
の
思
想
状
況
」
、
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
2
1
　
現
代
2
』
、
一
九
九
五

　
年

「
民
衆
宗
教
と
近
代
と
い
う
経
験
」
、
『
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
年
報
』

　
三
号
、
　
一
九
九
六
年

「
「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
と
歴
史
家
の
仕
事
L
、
『
世
界
』
六
四
八
号
・
一
九

　
九
八
年
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「
「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
L
、
『
第
三
十
八
期
一
橋
フ
オ
ー
ラ
ム
2
1
』
9
、
一

　
九
九
八
年

「
「
近
代
家
族
」
を
ど
う
捉
え
る
か
L
、
第
七
回
全
国
女
性
史
研
究
者
交
流

　
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
編
『
新
ミ
レ
ニ
ア
ム
ヘ
の
伝
言
』
、
ド
メ
ス
出
一

　
版
、
一
九
九
九
年

・
向
o
寿
カ
o
＝
阻
昌
竃
o
ω
豆
『
篶
畠
一
雰
＝
o
＝
コ
ζ
o
箒
；
一
N
ぎ
o
q
－
毫
。
目
、
．

　
一
三
き
蔓
§
§
－
O
ミ
ミ
ざ
｛
ミ
ぎ
向
ミ
き
零
§
姜
O
ミ
ミ
ミ
一
↓
す
O
⊂
三
、

　
言
｛
z
與
巨
o
目
ω
c
邑
く
①
昂
岸
｝
－
㊤
一
〇
〇

・
零
置
＝
昌
彗
＝
婁
彗
↓
O
昌
邑
昌
彗
婁
ざ
薫
雷
。
軍
巨
、

　
巨
一
ω
雨
s
ぎ
肉
き
s
o
ざ
曾
o
ミ
望
害
§
8
』
恥
5
o
o
ト

j
≦
…
o
目
｝
『
討
邑
ω
∋
旨
O
昌
δ
δ
斥
｝
o
l
（
＞
勺
o
o
二
壼
『
宛
o
＝
o
q
6
自
蜆
ω
o
9

　
旨
ζ
o
箒
；
巨
目
①
q
盲
寝
目
）
、
，
ぎ
一
向
o
．
σ
｝
－
争
饒
く
o
冨
〇
一
き
．
§
§
ユ
．

　
§
泳
§
ぎ
ト
9
§
雲
包
o
§
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
．
ア
フ
リ
カ

　
言
語
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三
年

　
　
　
四
　
書
評
・
批
評
・
座
談
会
そ
の
他
（
著
書
未
収
載
の
も
の
）

「
書
糺
．
琶
二
郎
『
近
代
日
本
の
精
駕
造
』
・
、
『
日
本
史
研
究
』
五
六

　
号
、
一
九
六
一
年

「
近
代
日
本
の
恩
想
構
造
－
丸
山
真
男
著
『
日
本
の
思
想
』
を
読
ん
で
1
」
、

　
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
七
六
号
、
　
一
九
六
二
年

「
書
評
・
坂
因
吉
雄
編
『
明
治
維
新
史
の
問
題
点
』
」
、
『
歴
史
学
研
究
』
二

　
七
二
号
、
一
九
六
一
二
年

「
書
評
・
色
川
大
吉
『
明
治
精
神
史
』
」
、
『
東
京
経
済
犬
学
人
文
自
然
科
学

　
論
集
』
八
・
九
合
併
号
、
一
九
六
五
年

「
安
藤
昌
益
の
「
唯
物
論
」
に
つ
い
て
L
、
『
古
典
文
学
大
系
8
5
　
沙
石
集
』

　
月
報
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年

「
書
評
・
色
川
大
吉
『
明
治
人
　
そ
の
青
春
群
像
』
」
、
『
日
本
歴
史
』
二
一

　
七
号
、
一
九
六
六
年

「
目
本
社
会
の
病
理
の
追
求
」
（
書
評
・
藤
田
省
三
『
天
皇
制
国
家
の
支
配

　
原
理
』
）
、
『
展
望
』
九
四
号
、
一
九
六
六
年

「
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
恩
想
史
研
究
』
」
（
紹
介
と
批
評
）
、
歴
史
科
学
協

　
議
会
編
『
彫
史
の
名
著
（
日
本
人
篇
）
』
、
校
倉
書
房
、
一
九
七
〇
年

「
学
問
の
外
辺
で
」
、
『
堀
江
英
一
著
作
集
』
第
三
巻
月
報
、
青
木
審
店
、

　
一
九
七
六
年

「
現
代
に
お
け
る
民
衆
意
識
」
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
田
中
義
久
．
古
田
光
氏

　
と
）
、
『
現
代
と
思
想
』
二
四
号
、
一
九
七
六
年

「
日
本
の
恩
想
と
民
衆
思
想
」
（
対
談
、
鶴
見
俊
輔
氏
と
）
、
『
現
代
と
思

　
想
』
二
八
号
、
一
九
七
七
年

「
不
安
の
伝
播
」
、
『
目
本
民
俗
文
化
大
系
①
　
色
川
大
吉
『
柳
田
国
男
』
』

　
月
報
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年

「
「
正
造
馬
鹿
」
L
、
『
田
中
正
造
金
集
』
第
一
四
巻
月
報
、
岩
波
書
店
、
一

　
九
七
八
年

「
近
世
．
近
代
の
嚢
恩
想
と
ポ
皇
制
・
一
譲
一
、
『
日
本
嚢
暮
究
』

　
七
三
号
、
　
一
九
八
O
年

「
歴
史
家
の
想
像
力
が
問
わ
れ
る
時
代
」
（
対
談
、
神
島
二
郎
氏
と
）
、
『
朝

　
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八
二
年
三
月
二
五
日
号

「
体
系
を
拒
否
し
「
経
験
」
に
固
執
す
る
姿
勢
」
（
書
評
．
藤
囲
省
三
『
精

　
神
史
的
考
察
』
）
、
『
朝
同
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八
二
年
七
月
九
目
号

「
一
九
八
二
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
全
体
会
報
告
批
判
」
、
『
歴
史
学
研

　
究
』
五
一
〇
号
、
　
一
九
八
二
年
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「
時
代
の
転
換
期
を
あ
ざ
や
か
に
象
徴
」
（
書
評
．
『
秩
父
事
。
件
史
料
集
成
』

　
第
一
巻
）
、
『
週
刊
読
善
人
』
、
一
九
八
四
年
四
月
二
日
号

「
神
仏
分
離
と
京
都
」
、
『
京
の
社
（
や
し
ろ
）
神
々
と
祭
り
』
、
人
文
杳
院
、

　
一
九
八
五
年

「
鎮
魂
帰
神
と
王
仁
三
郎
」
、
『
新
評
論
』
三
六
号
、
一
九
八
六
年

「
杳
評
・
中
内
敏
夫
『
新
し
い
教
育
史
－
制
度
史
か
ら
社
会
史
へ
の
試
み

　
ー
』
」
、
『
教
育
』
四
九
一
号
、
一
九
八
八
年

「
『
日
本
近
代
思
想
犬
系
』
発
刊
に
際
し
て
」
（
座
談
会
、
遠
山
茂
樹
・
網

　
野
善
彦
氏
と
）
、
『
図
菩
』
一
九
八
八
年
六
月
号

「
『
日
本
近
代
思
想
犬
系
』
刊
行
に
寄
せ
て
」
、
『
中
国
新
聞
』
他
、
一
九
八

　
八
年

「
非
言
語
的
な
政
治
空
問
を
担
っ
た
御
真
影
」
（
杳
評
・
多
木
浩
二
『
天
皇

　
の
肖
像
』
）
、
『
朝
日
ジ
十
ー
ナ
ル
』
一
九
八
八
年
九
月
二
［
口
号

「
天
皇
は
精
神
安
定
装
置
」
、
『
東
京
大
学
新
聞
』
二
七
三
〇
号
、
一
九
八

　
九
年

「
杳
評
・
部
落
間
題
研
究
所
編
『
部
落
史
史
料
選
集
』
第
三
巻
」
、
『
部
落
』

　
五
一
五
号
、
一
九
八
九
年

「
『
秩
父
事
件
史
料
築
成
』
完
結
に
寄
せ
て
」
、
『
中
国
新
聞
』
他
、
一
九
八

　
九
年

「
天
皇
の
権
威
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
か
」
（
講
演
）
、
『
第
十
九
回
民

　
主
教
育
を
つ
く
る
国
民
大
集
会
・
記
録
』
、
一
九
九
〇
年

「
近
代
天
皇
像
は
ど
う
つ
く
ら
れ
た
か
」
（
講
演
）
、
紀
元
節
連
絡
会
議
編

　
『
国
民
主
権
と
天
皇
制
』
、
あ
ず
み
の
書
房
、
　
一
九
九
〇
年

「
今
、
な
ぜ
天
皇
制
か
、
天
皇
制
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
（
ま
σ
竺
①
、

　
色
川
大
吉
・
網
野
善
彦
・
赤
坂
憲
雄
氏
と
）
、
『
別
冊
文
芸
　
天
皇
制

　
〔
歴
史
・
王
権
・
犬
嘗
祭
〕
』
、
河
出
壺
旦
房
新
祉
、
一
九
九
〇
年

「
中
小
企
業
に
活
用
で
き
る
尊
徳
の
恩
想
」
（
談
）
、
『
目
経
ペ
ン
チ
ャ
ー
』

　
七
六
号
、
一
九
九
一
牛

「
福
田
徳
三
の
江
戸
時
代
観
」
、
『
如
水
会
々
報
』
七
三
七
号
、
一
九
九
一

　
年「

近
代
天
皇
制
と
国
氏
統
合
」
（
講
演
）
、
『
法
政
平
和
大
学
講
義
録
7
（
第

　
x
期
）
』
、
一
九
九
一
年

「
明
治
一
〇
年
代
の
民
衆
運
動
と
近
代
日
本
」
（
報
告
要
旨
）
、
『
歴
史
学
研

　
究
』
六
三
二
号
、
一
九
九
二
年

「
「
公
論
」
世
界
と
国
民
国
家
－
日
本
に
お
け
る
近
代
I
L
（
鼎
談
、
宮
地

　
正
人
・
山
室
信
一
氏
と
）
、
『
恩
想
』
八
＝
＝
号
、
一
九
九
三
年

「
透
谷
、
あ
る
い
は
精
神
の
原
風
景
」
、
『
機
』
四
一
号
、
一
九
九
四
年

「
戦
後
歴
史
学
と
色
川
史
学
」
、
『
色
川
大
吉
著
作
集
』
第
一
巻
月
報
、
筑

　
摩
杳
房
、
　
一
九
九
五
年

「
例
外
状
況
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
1
国
家
と
宗
教
1
」
（
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
）
、

　
『
現
代
思
想
』
二
三
巻
一
〇
号
、
一
九
九
五
年

「
戦
後
五
〇
年
、
記
憶
の
地
平
」
（
対
談
、
キ
ャ
回
ル
・
グ
ラ
ッ
ク
氏
と
）
、

　
『
世
界
』
一
九
九
五
年

「
故
郷
と
の
対
照
　
研
究
の
根
底
に
」
、
『
北
圓
本
新
聞
』
一
九
九
六
年
一

　
月
九
目
号

「
『
脱
構
築
』
の
時
代
」
、
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
2
5
　
別
巻
4
』
月
報
、
岩

　
波
菩
店
、
一
九
九
六
年

「
宗
教
と
現
代
日
本
」
、
『
如
水
会
々
報
』
七
九
一
号
、
一
九
九
六
年

「
語
り
え
ぬ
こ
と
を
語
る
こ
と
に
つ
い
て
」
、
永
原
慶
二
他
編
『
歴
史
家
が

　
語
る
　
戦
後
史
と
私
』
、
吉
川
弘
文
館
、
　
一
九
九
六
年
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「
杳
評
・
杉
原
四
郎
他
編
『
田
口
卯
吉
と
東
京
経
済
雑
誌
』
」
、
『
経
済
研

　
究
』
四
七
巻
四
号
、
一
九
九
六
年

「
「
慰
安
婦
」
間
題
と
歴
史
学
L
（
イ
ン
タ
ヴ
ェ
ー
）
、
『
季
刊
戦
争
實
任
研

　
究
』
一
八
号
、
一
九
九
七
年

「
さ
し
あ
た
っ
て
の
一
冊
」
、
石
井
進
編
『
歴
史
家
の
読
審
案
内
』
、
吉
川

　
弘
文
館
、
　
一
九
九
八
年

「
民
衆
宗
教
と
近
代
日
本
」
、
『
如
水
会
々
報
』
八
二
六
号
、
一
九
九
九
年
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